
空鏡       松下幹生 

 

ふるさとを出て  はや２年 
父ちゃん母ちゃん  どうしてる 
畑仕事に  汗流し 
野良で昼飯  食べてる頃か 
空に鏡が  あったなら 
里の様子が  見れるだろうか？ 
帰りたいなぁ  ふるさとに 

 
雲が流れる  空見つめ 
愛しいあの娘は  どうしてる 
想いも告げず  出てきたが 
役場の仕事  慣れただろうか 
空に鏡が  あったなら 
あの娘の様子  見れたら良いと 
思いよ届け  ふるさとに 

 
みんなは俺を  覚えているか 
空に鏡が  あったなら 
俺の様子も  伝えれるのに 
帰りたいなぁ  ふるさとに 


